
いちごドリルプリント

アジア州 名前

問1 紀元前2500年頃、南アジアのインダス川流域で成立した古代文明について述べた文として、最も適切なものはどれか。 （2015年 岡山県公立入試 類似）

1. 黄河の流域で発生し、甲骨文字を
用いて占いや政治が行われた。

2. チグリス川とユーフラテス川の間
に位置し、楔形文字を用いて記録が
行われた。

3. レンガで舗装された道路や排水溝
が整備された、計画的な都市構造を
持っていた。

4. ナイル川の氾濫を予測するために
天文学が発達し、太陽暦が作成され
た。

問2 1990年代から2020年にかけて、一人当たりの国内総生産が300ドル台から1万ドルを超える水準へと30倍以上に急増し、世界第2位の経済規模
を持つに至った東アジアの国を、次の中から選びなさい。 （2024年 静岡県公立入試 類似）

1. ブラジル 2. 中華人民共和国 3. 南アフリカ 4. 日本

問3 東南アジア地域の経済成長と地域の安定を目的として、1967年に結成された地域協力機構の名称として正しいものはどれですか。 （2026年

富山県公立入試 類似）

1.
アジア太平洋経済協力会議（APEC）

2. 東南アジア諸国連合（ASEAN） 3. 欧州連合（EU） 4. 環太平洋パートナーシップ協定（
TPP）

問4 東南アジアの大陸部中心に位置し、マレー半島の付け根付近まで領土を持つ国の地理的特徴について、正しい説明はどれか。 （2023年 山形県公立入試

類似）

1. マレー半島の先端に位置する都市
国家であり、国土全域にわたって極
めて高い人口密度を示す。

2. チャオプラヤ川流域の肥大な平野
や首都周辺に人口が集中しており、
人口密度が高い。

3. 赤道直下の島嶼部で構成され、ジ
ャワ島などの特定の島に人口が極端
に密集している。

4. ユーラシア大陸の東端に位置し、
ドイモイ政策による経済発展で沿岸
部の人口密度が急上昇している。

問5 世界の主要な農産物生産国に関する統計において、米の生産量が中国、インド、インドネシア、バングラデシュに次いで世界シェアの5.5パーセ
ントを占めて第5位であり、かつコーヒー豆の生産量がブラジルに次いで世界シェアの18.1パーセントを占め、世界第2位となっている国はどこ
ですか。 （2026年 山形県公立入試 類似）

1. タイ 2. コロンビア 3. エチオピア 4. ベトナム

問6 アジアで見られる季節風（モンスーン）の仕組みや影響について述べた文として、最も適切なものはどれですか。 （2023年 熊本県公立入試 類似）

1. 夏は海から陸へ、冬は陸から海へ
と、季節によって吹く方向が変化す
る

2. 大西洋から一年中一定の方向に吹
き続けるため、季節による降水量の
変化が少ない

3. チベット高原から吹き下ろす乾燥
した風が、東南アジアに夏の大雨を
降らせる

4. 太平洋の寒流の影響を強く受けた
風が、アジア全域を一年中乾燥させ
る

問7 アジアの地域区分のうち、大陸部にあるベトナムやラオス、タイといった国々と、海洋部にあるインドネシアやフィリピンといった国々をすべ
て含み、インドシナ半島やマレー諸島で構成される地域の名称を答えなさい。 （2017年 愛媛県公立入試 類似）

1. 北アジア 2. 南アジア 3. 東南アジア 4. 西アジア

問8 フィリピンやインドネシアなど、多くの島々からなる地域を直線で結んだ地形断面を考えた際、短い間隔で標高が急激に上がり、すぐに海面に
達してゼロになる起伏が何度も繰り返される特徴が見られます。このような地形的特徴を持つ地域を何と呼びますか。 （2024年 兵庫県公立入試 類似）

1. 西ヨーロッパの安定陸塊 2. 北アメリカの中央平原 3. オーストラリアの大鑽井盆地 4. 東南アジアの島嶼部

問9 アジア太平洋経済協力（APEC）に加盟している国々を示した資料において、日本、アメリカ合衆国、オーストラリアとともに国名が挙げられて
いる場合がありますが、次のうち、実際にはAPECに加盟していない国はどれですか。 （2023年 京都府公立入試 類似）

1. オーストラリア 2. アメリカ合衆国 3. ブラジル 4. 日本

問10 世界地理における六大州の区分において、ユーラシア大陸の南西部に位置し、紅海やペルシャ湾に挟まれたアラビア半島が属する州の名称とし
て最も適当なものを、次のうちから一つ選びなさい。 （2026年 徳島県公立入試 類似）

1. オセアニア州 2. アジア州 3. ヨーロッパ州 4. アフリカ州

問11 モンゴルなどで遊牧を行う人々が、木の骨組みと羊毛フェルトを用いた移動式住居を利用している理由として、最も適切な説明を次から選びな
さい。 （2026年 徳島県公立入試 類似）

1. 周囲の豊富な雪を利用して壁を作
り、室内の保温性を高めるため。

2. 家畜の移動に合わせて、短時間で
組み立てや解体ができるようにする
ため。

3. 高温多湿な気候風土に対応し、風
通しを良くして湿気を防ぐため。

4. 草が豊富な地域に定住し、長期間
にわたって同じ場所で暮らすため。

問12 インドの土地利用と産業の特色について述べた文として、背景や実態を正しく説明しているものはどれですか。 （2019年 埼玉県公立入試 類似）

1. 近年は急速な工業化が進んだこと
で農地が工場用地に転換され、耕地
・樹園地の面積は主要国で最小とな
っている。

2. 乾燥帯が広がる国土の特性を反映
し、農地面積のほとんどが羊や牛を
育てるための牧草地として利用され
ている。

3. 環境保護の観点から開発が厳しく
制限されており、農地面積よりも森
林面積の方がはるかに広い割合を占
めている。

4. 広大な農地面積の中でも耕地・樹
園地の割合が極めて高く、主食とな
る米や小麦、茶などの生産が盛んに
行われている。

問13 1990年から2020年にかけての中国とインドの統計について、国民一人当たりの国内総生産（GDP）と人口増加の推移を比較した説明として、
最も適切なものはどれか。 （2025年 愛知県公立入試 類似）

1. 中国は国民一人当たりの国内総生
産が飛躍的に増加し、インドは中国
を上回るペースで人口の増加割合が
上昇した。

2. どちらの国も経済成長の速度は同
じであったが、中国のみが2023年に
人口世界第1位から転落した。

3. 中国は一人っ子政策の影響で人口
が激減したが、インドは経済成長を
優先したため人口増加が停滞した。

4. インドは国民一人当たりの国内総
生産が減少したが、人口の増加によ
って国内総生産の総額が中国を上回
った。

問14 将来的に世界最多の人口になると予測されているインドの人口構成について、人口ピラミッドなどの統計資料から読み取れる特徴として最も適
切なものはどれですか。 （2020年 島根県公立入試 類似）

1. 人口増加が止まり、全世代の人口
がほぼ均一になっている釣鐘型

2. 出生率が高く、若年層の割合が非
常に大きいピラミッド型

3. 平均寿命が極端に短く、労働力人
口が不足している型

4. 少子高齢化が急速に進み、若年層
の底辺が狭まっている型


